○勝福寺精舎伽藍配置
勝福寺の伽藍
　香宝寺とおなじく本堂は東向で、さすがは荒尾但馬の払い下げ寺であるからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りんかん),輪奐)宏大、いまのところ木造山門はないが、境内入口の内左側に鐘楼を構え、その南方には勝福寺保育所が設立され、本堂に向かって左側に庫裡２階建客殿を備え、本堂の裏表に通ずる２すじの渡り廊下がある。客殿は昭和２９年秋に改築されたもので、内部の荘厳も近年完備した。大体安楽寺だけが東裏に山を負うているが、真宗３か寺とも平地境内で集落の中にある。これは密教や禅宗とは違い、民衆に対する説教所として発足したのがこの宗門の特色で、信徒民衆の家屋もお寺に右へならえで、仏壇を奥の間中央に飾り説教聴聞に便利なように建てるのが本式で、中の間つき奥の間に床・書院を設けるのは禅宗式であり、大庄屋構えである。境内裏は檀家大部分の集合墓地である。境内外は、時に定例の長瀬相田市で賑わうことがある。

　ちなみにこの寺の庫裡入口の大敷石や橋石は、どこかの古墳の屋根石であろう。石を割ったノミ穴の大きさ、その間隔からみて近世のものでなく古代の様式である。
